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(57)【要約】
【課題】　内容液が流れる様子を外部から視認できるよ
うにして、使用時における使用者の知的好奇心を刺激し
、面白味を倍加させることを可能とする注出ノズルを創
出することを課題とする。
【解決手段】　基体正面部１と基体背面部２の少なくと
も一方が透明又は半透明な合成樹脂材料で形成され、基
体正面部１と基体背面部２とが組み立てられて成る注出
ノズルであって、基体正面部１及び基体背面部２が、容
器本体側のノズル本体Ｎの先端に連結される連結部４と
、内容液Ｌを注出する注出口５と、連結部４と注出口５
との間に内容液Ｌを迂回させる迂回部６と、連結部４を
介してノズル本体Ｎ側から流入する内容液Ｌを迂回部６
に導くと共に、迂回部６から流出する内容液Ｌを注出口
５に導く案内片９と、を有する構成とする。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体正面部（１）と基体背面部（２）の少なくとも一方が透明又は半透明な合成樹脂材
料で形成され、前記基体正面部（１）と前記基体背面部（２）とが組み立てられて成る注
出ノズルであって、
　前記基体正面部（１）及び前記基体背面部（２）が、容器本体側のノズル本体（Ｎ）の
先端に連結される連結部（４）と、内容液（Ｌ）を注出する注出口（５）と、前記連結部
（４）と前記注出口（５）との間に内容液（Ｌ）を迂回させる迂回部（６）と、前記連結
部（４）を介して前記ノズル本体（Ｎ）側から流入する内容液（Ｌ）を前記迂回部（６）
に導くと共に、前記迂回部（６）から流出する内容液（Ｌ）を前記注出口（５）に導く案
内片（９）と、を有することを特徴とする注出ノズル。
【請求項２】
　迂回部（６）は、連結部（４）と注出口（５）を結ぶ基準経路部（７）から側方に突出
形成されたものであり、前記迂回部（６）と前記基準経路部（７）との連結部分に幅狭部
（８）を設けた請求項１記載の注出ノズル。
【請求項３】
　案内片（９）は、基準経路部（７）の幅狭部（８）と対向する位置に設けられた側壁（
７Ａ）に基端部（９ａ）を有し、先端部（９ｂ）が幅狭部（８）を介して迂回部（６）内
に挿入する構成とした請求項２記載の注出ノズル。
【請求項４】
　案内片（９）を略円弧状に形成した請求項１乃至３のいずれか一項に記載の注出ノズル
。
【請求項５】
　迂回部（６）内に円弧状壁（１１）を形成すると共に、該円弧状壁（１１）の凸壁部（
１１ａ）と案内片（９）の先端部（９ｂ）とがその間に設けられた隙間（１２）を介して
対向する構成とした請求項１乃至４のいずれか一項に記載の注出ノズル。
【請求項６】
　円弧状壁（１１）の近傍の位置に、支柱部（１３）を配置した請求項５記載の注出ノズ
ル。
【請求項７】
　基体正面部（１）と基体背面部（２）とがヒンジ部（３）を介して連結されており、前
記基体正面部（１）と前記基体背面部（２）とを前記ヒンジ部（３）を中心に折り返し、
前記基体正面部（１）の接合部（１ａ）と前記基体背面部（２）の接合部（２ａ）とを対
向させた状態で互いを合体させることにより一体的に組み立てられる請求項１乃至６のい
ずれか一項に記載の注出ノズル。
【請求項８】
　基体正面部（１）と基体背面部（２）とが別体で形成されており、前記基体正面部（１
）と前記基体背面部（２）とを対向させた状態から互いの接合部（１ａ）と接合部（２ａ
）とを嵌合させることにより一体に組み立てられる請求項１乃至６のいずれか一項に記載
の注出ノズル。
【請求項９】
　基体正面部（１）と基体背面部（２）とが別体で形成されており、前記基体正面部（１
）と前記基体背面部（２）とを対向させた状態において、互いの接合部（１ａ）と接合部
（２ａ）を超音波溶着することにより一体に組み立てられる請求項１乃至６のいずれか一
項に記載の注出ノズル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばポンプ式容器等のノズルの先端に取り付けて使用される注出ノズルに
関する。
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【背景技術】
【０００２】
　一般に、注出容器としてのポンプ式容器は、容器本体の内側に内容液が注入されるとと
もに、容器本体の上端部に設けたノズルヘッドを押圧操作することにより、容器本体内に
設けられたポンプ部が吸い上げた内容液をノズルヘッドのノズル本体から注出するような
構成となっている。
【０００３】
　これらの商品を展開するに際しては、例えば、容器本体の側面にテレビアニメのキャラ
クター、愛玩具、動物等のデザインを印刷したり、例えば、特許文献１に示すような、ノ
ズルヘッドにそのようなキャラクターを模したヘッドカバーを装着したりして意匠的な趣
向を凝らし、購入者の興味を引くようにするといった手法が用いられてきた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２６８９９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記のようなデザインやヘッドカバーを施すことは購入時の動機付けになった
としても、使用時に継続的に使用者の知的好奇心を刺激するには至らず、すぐに飽きられ
てしまうという問題があった。
【０００６】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、内容液が流れる様子を外部から
視認できるようにすることにより、使用時における使用者の知的好奇心を刺激し、面白味
を倍加させることを可能とする注出ノズルを創出することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための手段のうち、本発明の主たる手段は、
　基体正面部と基体背面部の少なくとも一方が透明又は半透明な合成樹脂材料で形成され
、基体正面部と基体背面部とが組み立てられて成る注出ノズルであって、基体正面部及び
基体背面部が、容器本体側のノズル本体Ｎの先端に連結される連結部と、内容液を注出す
る注出口と、連結部と注出口との間に内容液を迂回させる迂回部と、連結部を介してノズ
ル本体側から流入する内容液を迂回部に導くと共に、迂回部から流出する内容液を注出口
に導く案内片と、を有することを特徴とする、と云うものである。
【０００８】
　本発明の主たる手段では、内容液が注出ノズル内を流れる様子を外部から視認すること
を達成し得る。
【０００９】
　また本発明の他の手段は、本発明の主たる手段に、迂回部は、連結部と注出口を結ぶ基
準経路部から側方に突出形成されたものであり、迂回部と基準経路部との連結部分に幅狭
部を設けた、との構成を加えたものである。
【００１０】
　上記手段では、内容液は狭幅部を通過した後に幅広い迂回部に急激に流れ込むことにな
るため、内容液の流速増大を達成し得る。
【００１１】
　また本発明の他の手段は、上記手段に、案内片は、基準経路部の幅狭部と対向する位置
に設けられた側壁に基端部を有し、先端部が幅狭部を介して迂回部内に挿入する構成とし
た、との構成を加えたものである。
【００１２】
　上記手段では、基準経路部内を流れる内容液を、迂回部内に確実に導くことを達成し得
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る。
【００１３】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、案内片を略円弧状に形成した、との
構成を加えたものである。
【００１４】
　上記手段では、内容液は円弧状の案内片に沿って流れるようになるため、内容液を迂回
部内にスムーズに導くことを達成し得る。
【００１５】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、迂回部内に円弧状壁を形成すると共
に、円弧状壁の凸壁部と案内片の先端部とがその間に設けられた隙間を介して対向する構
成とした、との構成を加えたものである。
【００１６】
　上記手段では、迂回部内を流れる内容液の一部を、迂回部の下流側から隙間を介して迂
回部の上流部に戻すことを達成し得る。
【００１７】
　また本発明の他の手段は、上記手段に、円弧状壁の近傍の位置に、支柱部を配置した、
との構成を加えたものである。
【００１８】
　上記手段では、口部を形成する円弧状壁と共に、キャラクターの顔を形成し得る。
【００１９】
　また本発明の他の手段は、上記いずれかの手段に、基体正面部と基体背面部とがヒンジ
部を介して連結されており、基体正面部と基体背面部とをヒンジ部を中心に折り返し、基
体正面部の接合部と基体背面部の接合部とを対向させた状態で互いを合体させることによ
り一体的に組み立てられる、との構成を加えたものである。
【００２０】
　または上記いずれかの手段に、基体正面部と基体背面部とが別体で形成されており、基
体正面部と基体背面部とを対向させた状態から互いの接合部と接合部とを嵌合させること
により一体に組み立てられる、との構成を加えたものである。
【００２１】
　あるいは上記いずれかの手段に、基体正面部と基体背面部とが別体で形成されており、
基体正面部と基体背面部とを対向させた状態において、互いの接合部と接合部を超音波溶
着することにより一体に組み立てられる、との構成を加えたものである。
【００２２】
　上記各手段では、注出ノズルを容易に組み立てることを達成し得る。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の注出ノズルでは、注出ノズル内を流れる内容液の様子を外部から視覚的に認識
することが可能となるため、使用時における使用者の知的好奇心を刺激し、面白味を倍加
させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施例を示す注出ノズルの側面図である。
【図２】注出ノズルの断面図である。
【図３】注出ノズルを展開した状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しつつ説明する。
　図１は本発明の一実施例を示す注出ノズルの側面図、図２は注出ノズルの断面図、図３
は注出ノズルを展開した状態を示す斜視図である。
【００２６】
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　図１乃至図３に示す注出ノズルは、例えば内容液Ｌが充填されている容器本体（図示せ
ず）側の頭部に設けられたノズルヘッド（図示せず）から延びるノズル本体Ｎの先端に組
み付けられて使用されるものである。ノズルヘッドは、それ自体を下方に押し込むことに
より内容液がノズル本体から注出される押し込み式であっても良いし、レバーを把持する
ことにより内容液がノズル本体から注出されるレバー式であっても良い。
【００２７】
　注出ノズル１０は、例えば図３に示すように、ヒンジ部３を介して連結される基体正面
部１と基体背面部２を有し、基体正面部１と基体背面部２とをヒンジ部３を中心に折り返
し、基体正面部１の接合部１ａと基体背面部２の接合部２ａを対向させた状態で互いを合
体させることにより、全体として管形状から成る注出ノズル１０が一体的に組み立てられ
る構成である。基体正面部１と基体背面部２の少なくとも一方は、透明又は半透明な合成
樹脂材料により形成されており、外部から注出ノズル１０を目視することに内部の様子を
視認することが可能となっている。
【００２８】
　注出ノズル１０には、上流側にノズル本体Ｎの先端に連結される管形状から成る連結部
４が設けられ、下流側には内容液Ｌを注出する管形状から成る注出口５が設けられている
。なお、連結部４の先端はノズル本体Ｎ内に挿入可能とされており、この先端にはノズル
本体Ｎに係合するための係止突起４ａが設けられている（図２参照）。
【００２９】
　連結部４と注出口５との間には内容液Ｌを迂回するルートを形成する迂回部６が設けら
れている。迂回部６は、連結部４と注出口５とを直線的に結ぶ基準経路部７から側方にコ
ブ状に突出する形状であり、迂回部６と基準経路部７との連結部分には管路幅を絞るよう
に形成された幅狭部８が設けられている。
【００３０】
　基準経路部７の側壁７Ａで且つ迂回部６と対向する位置には、連結部４を介してノズル
本体Ｎから上流側となる連結部４を介して流入する内容液Ｌを迂回部６に導くと共に、迂
回部６から流出する内容液Ｌを下流側となる注出口５に導く案内片９が一体に形成されて
いる。案内片９は略円弧状から成る側壁で形成されており、基準経路部７の幅狭部８と対
向する位置に設けられた側壁７Ａに基端部９ａを有し、先端部９ｂは幅狭部８を介して迂
回部６内に挿入されている。
【００３１】
　迂回部６内には、凸壁部１１ａ側が幅狭部８に対向し、凹壁部１１ｂ側が迂回部６側に
対向する円弧状壁１１が形成されており、凸壁部１１ａと案内片９の先端部９ｂとは、そ
の間に設けられた隙間１２を介して対向している。そして、円弧状壁１１の凹壁部１１ｂ
側の近傍の位置には一対の支柱部１３が形成されている。図３に示すように、円弧状壁１
１は、基体正面部１側に設けられた嵌合凹部壁１１Ａと基体背面部２側に設けられた凸状
の嵌合凸部壁１１Ｂとから構成されており、組み立て時にこれらが互いに嵌合することに
より円弧状壁１１が形成されることになる。同様に、支柱部１３は、基体正面部１側に設
けられた円筒状の嵌合凹部１３Ａと基体背面部２側に設けられた凸状の嵌合凸部１３Ｂと
から構成されており、組み立て時にこれらが互いに嵌合することにより支柱部１３が形成
されることになる。
【００３２】
　本実施例では、円弧状壁１１がキャラクターの口部を構成し、一対の支柱部１３がキャ
ラクターの目部を構成し、さらに迂回部６を形成する側壁１４がキャラクターの顔の輪郭
を構成している。そして、側壁１４の形状や大きさ、円弧状壁１１及び一対の支柱部１３
の形、大きさ、あるいは配置を変えることにより、特定のキャラクターを模すことが可能
となっている。これにより、購入者の購買意欲を刺激することが可能となる。
【００３３】
　注出ノズル１０がノズル本体Ｎの先端に装着された状態にあるノズルヘッド（図示せず
）を押圧操作し、又はレバーを引く操作をして使用すると、内容液Ｌは図示しないパイプ
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を介して容器本体内から吸い上げられ、発泡部材により発泡させた後、ノズル本体Ｎを介
して注出ノズル１０内に泡状の内容液Ｌとして吐出され、注出ノズル１０の注出口５から
も泡状の内容液Ｌが注出されることになる。
【００３４】
　この際、泡状の内容液Ｌはノズル本体Ｎに接続された連結部４を通じて注出ノズル１０
内に吐出されるが、連結部４から上流側の基準経路部７を通った後、円弧状の案内片９に
沿って迂回部６にスムーズに導かれ、幅狭部８を介して迂回部６の上流部６Ａに達する。
迂回部６の上流部６Ａに達した泡状の内容液Ｌは、図２において反時計回り方向に流れ、
迂回部６内の口部を構成する側壁１４や目部を構成する一対の支柱部１３の周囲を通って
迂回部６の下流部６Ｂに達する。そして、泡状の内容液Ｌの一部は、迂回部６の下流部６
Ｂから幅狭部８に至り、幅狭部８に設けられた案内片９に導かれて下流側の基準経路部７
に達する。また泡状の内容液Ｌの他の一部は、迂回部６の下流部６Ｂから隙間１２を通っ
て迂回部６の上流部６Ａ側に戻され、再び迂回部６内を上記同様反時計回りに流れること
になる。いずれの場合も、泡状の内容液Ｌは最終的には下流側の基準経路部７から注出口
５を介して外部に注出される。
【００３５】
　そして、使用時に正面側から又は背面側から注出ノズル１０を覗くことにより、透明又
は半透明に形成された基体正面部１又は基体背面部２を介して注出ノズル１０の内部を流
れる泡状の内容液Ｌの様子を目視することができる。この際、泡状の内容液Ｌがキャラク
ターの顔が摸された迂回部６内をグルグルと回りながら流れるため、使用時における使用
者の知的好奇心を刺激することが可能となる。
【００３６】
　特に、泡状の内容液Ｌは案内片９によってさらに狭い幅寸法にある幅狭部８を通過した
後に広い迂回部６に急激に流れ込むことになるため、泡状の内容液Ｌの流速を増大させる
ことが可能であり、迂回部６内を勢い良く流れる泡状の内容液Ｌの様子は、さらに使用時
における使用者の知的好奇心を刺激するので、面白味を倍加させることができる。
【００３７】
　以上、上記実施例に沿って本発明の構成とその作用効果について説明したが、本発明の
実施の形態は上記実施例に限定されるものではない。
【００３８】
　例えば、上記実施例では、基体正面部１と基体背面部２とがヒンジ部３を介して連結さ
れており、このヒンジ部３で折り返すことにより、基体正面部１と基体背面部２とが一体
に組み立てられる構成を示して説明したが、本発明はこれに限られるものではなく、例え
ば、基体正面部１と基体背面部２とが別体で形成されており、基体正面部１と基体背面部
２とを対向させた状態から互いの接合部１ａと接合部２ａとを嵌合させることにより一体
に組み立てられる構成としても良い。
【００３９】
　あるいは、基体正面部１と基体背面部２とが別体で形成されており、基体正面部１と基
体背面部２とを対向させた状態において、互いの接合部１ａと接合部２ａを超音波溶着な
どを使用することにより一体に組み立てられる構成としても良い。
【００４０】
　また上記実施例では、一対の支柱部１３によりキャラクターの目部を構成する場合につ
いて説明したが、支柱部１３の数はこれに限られるのもではなく、採用するキャラクター
に応じて適宜変更することが可能である。
【００４１】
　また上記実施例では内容液Ｌの状態として泡状の場合を示して説明したが、内容液Ｌの
状態は泡状に限られるものでない。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明の注出ノズルは、注出時における面白味を倍加させて付加価値を高めるノズルの
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分野における用途展開をさらに広い領域で図ることができる。
【符号の説明】
【００４３】
１　　：　基体正面部
１ａ　：　基体正面部の接合部
２　　：　基体背面部
２ａ　：　基体背面部の接合部
３　　：　ヒンジ部
４　　：　連結部
５　　：　注出口
６　　：　迂回部
６Ａ　：　迂回部の上流部
６Ｂ　：　迂回部の下流部
７　　：　基準経路部
７Ａ　：　側壁
８　　：　幅狭部
９　　：　案内片
９ａ　：　案内片の基端部
９ｂ　：　案内片の先端部
１０　：　注出ノズル
１１　：　円弧状壁
１１Ａ：　嵌合凹部壁
１１Ｂ：　嵌合凸部壁
１１ａ：　凸壁部
１１ｂ：　凹壁部
１２　：　隙間
１３　：　支柱部
１３Ａ：　嵌合凹部
１３Ｂ：　嵌合凸部
１４　：　側壁
Ｌ　　：　内容液
Ｎ　　：　ノズル本体
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